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ある。モデル１では貿易統計における輸出品目の第 28 類から第 97 類を対
象にしている。モデル２では貿易統計の輸出品目の第 28 類から第 38 類を
対象としている。それぞれ観測数は 28898 と 3486 である。
表 1　モデル 1の基本統計量
変数 観測数 平均 標準偏差 最小値 最大値
輸出単位の対数 28,898 1.284003 2.514924 -8.07189 15.42495
距離の対数 28,898 8.555512 0.747211 6.858289 9.838712
GDP の対数 28,898 27.44803 1.619905 17.30207 30.52343
一人当たりのGDPの対数 28,898 9.53826 1.169404 5.624264 11.52732
In（特許保有件数+1） 28,898 6.40971 4.970098 0 13.15725
In（直接投資額+1） 28,898 11.01367 4.139651 0 15.57677
In（remotness） 28,898 -23.6703 0.474457 -24.5559 -22.6004
FTA締結ダミー 28,898 0.321406 0.467025 0 1
WTO加入ダミー 28,898 0.991764 0.090379 0 1
内陸地ダミー 28,898 0.032632 0.177675 0 1
表 2　モデル 2の基本統計量
変数 観測数 平均 標準偏差 最小値 最大値
輸出単位の対数 3,486 0.644351 2.0604 -6.80318 10.60567
距離の対数 3,486 8.434325 0.802099 6.858289 9.838712
GDP の対数 3,486 27.77853 1.44522 22.58016 30.52343
一人当たりのGDPの対数 3,486 9.680728 1.111297 5.918856 11.30153
In（特許保有件数+1） 3,486 6.895377 5.070072 0 13.15725
In（直接投資額+1） 3,486 11.51244 3.842262 0 15.5767
In（remotness） 3,486 -23.7495 0.470649 -24.5559 -22.6029
FTA締結ダミー 3,486 0.30809 0.46177 0 1
WTO加入ダミー 3,486 0.998566 0.037851 0 1







































距離の対数 0.1079599 ＊＊＊ 0.0074113
GDP の対数 -0.0092034 ＊＊ 0.0040302
一人当たりのGDPの対数 0.0787953 ＊＊＊ 0.0058148
In（特許保有件数+1） 0.0016907 0.0011595
In（直接投資額+1） -0.0071957 ＊＊＊ 0.0013846
In（remotness） -0.0613694 ＊＊＊ 0.0131702










距離の対数 0.2080421 ＊＊＊ 0.0279279
GDP の対数 -0.0266908 ＊＊ 0.0174811
一人当たりのGDPの対数 0.1014582 ＊＊＊ 0.0254961
In（特許保有件数+1） 0.008759 ＊ 0.0045259
In（直接投資額+1） -0.0205644 ＊＊＊ 0.0055659
In（remotness） -0.1574622 ＊＊ 0.0530142
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